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 超伝導体 Ir1-xPtxTe2の共鳴 X線散乱 

Resonant x-ray scattering of superconductor Ir1-xPtxTe2 
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1   はじめに 

IrTe2は、T=280K で Q=(1/5,0,-1/5)の 5 倍周期の超

周期格子歪みを伴う構造相転移を起こす物質である。

Pt, Pd ドープにより、この歪みが解消するとともに

超伝導相が出現する[1,2]。最近、低温ではこの超格

子の周期が 5 倍周期から 8 倍周期に逐次的に変化し、

同時に Ir-Te 間で奇妙な電荷移動が起きるという報

告がなされた[3]。そのため、この相転移の起源が Ir 

5d 軌道間の電荷-軌道秩序にあるのか、Te サイトに

あるのかに興味が持たれている。以前から我々は Te

吸収端を用いた共鳴 X 線散乱(RXS)測定を行い、Te

サイト側の電荷変調を調べてきた[4,5]。今回、我々

はさらに Ir 吸収端を用いた RXS 測定を行い、Ir サ

イト側の電荷変調を調べた。  

 

2   実験 

Ir1-xPtxTe2 (x=0,0,0.02,0.04,0.05)の単結晶試料はフラ

ックス法を用いて作成した。BL-4Cにおいて Ir L3吸

収端を用いた RXS測定を行った。 

 

3   結果および考察 

図 1 に IrTe2 (x=0.0)の(h,0,4+h)方向の X 線回折(Q-

scan)を示す。本単結晶試料でも T<280K 以下で

Q=(1/5,0,-1/5)で表される 5 倍周期の超格子が出現し、

T<180K 以下で Q=(1/8,0,-1/8)の超格子が出現するこ

とが確認された。しかし、同時に、低温相には複雑

なドメイン構造が存在し最低温でも 5 倍周期と 8 倍

周期の両方の秩序が共存し得ることも確認された。 

 

   図 1  IrTe2の単結晶 X線回折(超格子) 
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図 2に IrTe2の(h,0,4+h)回折上の Ir L3端 RXSスペ

クトル及び X 線吸収スペクトル(XAS)を示す。RXS

は吸収端で強度が減少している。またその Q 依存性

は非常に小さい。この振る舞いは一般に Ir3+と Ir4+に

よる電荷の変調ではなく、構造相転移に伴う格子歪

みのみが起こっているモデルで説明される。 

 

図 2  IrTe2の Ir L3端 RXSスペクトルと XAS 

 

一方で、Te M4,5吸収端 [4]及び L1吸収端[5]の RXS

スペクトルの形状は Q 依存性を持ち、Te サイトに

電荷変調が起こったモデルでよく再現される。つま

りこれらの対照的な振る舞いからは、低温相の変調

が、主として Te 5p 軌道側に存在していることが示

唆される。 

 図 3 に Ir1-xPtxTe2 (x=0.05)の X 線回折を示す。

x=0.04 と比較して非常に強度は弱いが、T=140K 以

下で x=0.0 等と同様の 5 倍周期の超格子回折が観察

された。計 3 個の試料について測定を行ったが、い

ずれの試料においても超格子が観察された。x=0.05

は電気抵抗や磁化率の温度依存性には T=140K で、

ほとんど異常が見られず、マクロには構造相転移が

消失し、超伝導が観察される組成である。超伝導相

と Q=(1/5,0,-1/5)の構造相転移が共存していることが

確認された。 

 

4   まとめ 

Ir1-xPtxTe2の Ir L3吸収端 RXS 測定を行った。その

結果、IrTe2 (x=0.0)では、T=280K 以下で 5 倍周期の

超格子が出現し、T=180K 以下で 8 倍周期の超格子

が現れることを確認した。その Ir L3吸収端 RXSス 

図 3  Ir1-xPtxTe2 (x=0.05)の X線回折(超格子) 

 

ペクトルには Q依存性がほとんどなく、その形状は 

格子歪みから説明される。超伝導を示す Ir1-xPtxTe2 

(x=0.05)においても T<140K 以下で Q=(1/5,0,-1/5)で

表される超格子回折が観察された。 
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